
ケ
ル
ゼ
ン
の
自
然
法
論
批
判
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
長
尾
）

三
〇
七

ケ
ル
ゼ
ン
の
自
然
法
論
批
判
に
つ
い
て
の
一
考
察

長　
　

尾　
　

一　
　

紘

一　

序

二　

自
然
法
論
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
問
題

三　

自
然
法
論
批
判
に
お
け
る
科
学
と
政
治

四　

ケ
ル
ゼ
ン
理
論
の
問
題
点
Ⅰ　

自
然
法
の
絶
対
性
と
相
対
性
に
つ
い
て

五　

ケ
ル
ゼ
ン
理
論
の
問
題
点
Ⅱ　

自
然
法
と
実
定
法
の
共
存
に
つ
い
て

六　

結
語
に
替
え
て

論　

説

（
一
二
四
九
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

三
〇
八

一　

序

1　

自
然
法
の
観
念
に
つ
い
て

（
1
）　

こ
の
稿
で
は
、
ハ
ン
ス
・
ケ
ル
ゼ
ン
の
自
然
法
論
批
判
が
紹
介
さ
れ
、
検
討
さ
れ
る
。

ケ
ル
ゼ
ン
は
、
自
然
法
論
に
つ
い
て
の
、
も
っ
と
も
徹
底
し
た
批
判
者
の
一
人
で
あ
る
。
留
意
す
べ
き
こ
と
は
、
ま
ず
視
野
の
広
さ
で

あ
る
。
法
理
論
的
、
そ
し
て
政
治
哲
学
的
検
討
を
基
礎
と
し
て
、
心
理
学
、
社
会
史
、
文
化
人
類
学
等
に
ま
で
分
析
の
分
野
は
及
ん
で
い

る
。
そ
し
て
、
分
析
の
精
密
さ
、
深
さ
に
も
、
こ
れ
に
劣
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
。

そ
の
ケ
ル
ゼ
ン
が
、
自
然
法
論
に
対
し
て
尋
常
な
ら
ざ
る
関
心
を
も
ち
、
数
十
年
の
間
、
こ
れ
に
批
判
を
加
え
続
け
た
。
そ
れ
は
な
ぜ

な
の
か
。
そ
の
批
判
は
、
何
を
目
的
と
し
て
、
い
か
な
る
根
拠
に
よ
っ
て
い
る
の
か
。
そ
し
て
、
そ
の
所
論
の
内
容
は
正
し
い
と
い
え
る

の
か
。
本
稿
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
2
）　
「
自
然
法
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
各
人
各
様
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、「
自
然
法
」
と
は
い
か
な
る
も
の
か
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

を
示
す
必
要
が
あ
る
。
ケ
ル
ゼ
ン
は
、「
自
然
法
」
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う

（
1
）

。

自
然
法
論
は
、
一
七
世
紀
お
よ
び
一
八
世
紀
に
は
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
一
九
世
紀
に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
完
全
に
見
放
さ

れ
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
、
再
び
勢
力
を
え
て
い
る
。
自
然
法
論
は
、
自
然
（N

atur

）、
つ
ま
り
、
一
般
の
自
然
や
理
性
的

存
在
と
し
て
の
人
間
の
本
性
（N

atur

）
に
由
来
す
る
人
間
関
係
の
完
全
に
正
し
い
規
制
が
存
在
し
て
い
る
、
と
主
張
す
る
。

（
一
二
五
〇
）



ケ
ル
ゼ
ン
の
自
然
法
論
批
判
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
長
尾
）

三
〇
九

自
然
は
、
規
範
的
権
威
、
一
種
の
立
法
者
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
自
然
を
綿
密
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、

そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
正
確
な
、
そ
し
て
、
つ
ま
り
、
正
し
い
人
の
行
動
を
規
定
す
る
規
範
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

も
し
、
自
然
を
、
神
の
創
り
給
え
る
も
の
と
考
え
る
な
ら
ば
、
自
然
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
規
範
と
し
て
の
自
然
法
は
、
神
の

意
思
の
現
れ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

「
自
然
」
を
綿
密
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、「
正
し
い
法
」（
自
然
法
）
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ

の
「
自
然
」
と
は
、「
神
の
意
志
」
を
体
現
す
る
も
の
だ
。

自
然
法
論
は
、
こ
の
よ
う
に
主
張
す
る
。
そ
れ
で
は
こ
の
自
然
法
な
る
も
の
は
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
も
つ
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て

ケ
ル
ゼ
ン
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う

（
2
）

。

自
然
法
お
よ
び
実
定
法
の
本
質
を
認
識
す
る
た
め
に
は
両
者
を
対
比
し
て
み
る
と
よ
い
。
実
定
法
も
ま
た
人
間
行
動
の
秩
序

で
あ
る
が
、
そ
の
「
自
然
的
」
秩
序
と
の
相
違
は
、
そ
れ
が
「
人
為
的
」、
す
な
わ
ち
人
間
が
つ
く
っ
た
人
為
の
も
の
だ
と
い

う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
れ
は
不
完
全
な
人
間
の
意
志
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、「
自
然
的
」
秩
序
に
比
べ
れ
ば
多
か
れ

少
な
か
れ
「
恣
意
的
」
な
も
の
で
あ
り
、
自
然
法
と
異
な
っ
て
常
に
正
し
い
と
は
限
ら
ず
、
不
正
な
も
の
で
も
あ
り
う
る
。
こ

の
「
人
為
的
」
実
定
的
秩
序
の
価
値
判
定
基
準
は
「
自
然
的
」
秩
序
に
あ
り
、
実
定
法
は
自
然
法
へ
の
合
否
の
度
合
い
に
よ
っ

て
そ
の
善
悪
・
正
不
正
が
判
定
さ
れ
る
。

（
一
二
五
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

三
一
〇

自
然
法
と
は
、
実
定
法
秩
序
の
判
定
基
準
で
あ
る
。
各
国
の
法
秩
序
は
、
自
然
法
と
い
う
判
定
基
準
に
よ
っ
て
、
そ
の
正
・
不
正
、
善

悪
が
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
3
）　

各
国
の
法
秩
序
の
正
・
不
正
は
自
然
法
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
自
然
法
の
内
容
が
問
題
に
な
る
。
そ
れ
に

よ
っ
て
判
定
の
結
果
が
異
な
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

冷
戦
下
の
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
を
例
に
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

そ
の
自
然
法
な
る
も
の
が
自
由
と
民
主
主
義
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
法
秩
序
は
「
正
」
と
さ
れ
、
ソ
連
の

法
秩
序
は
「
不
正
」
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
「
自
然
法
」
が
共
産
主
義
社
会
の
実
現
を
可
と
す
る
も
の
な
ら
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
法

秩
序
は
「
不
正
」
と
さ
れ
ソ
連
の
法
秩
序
は
「
正
」
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

（
3
）

。

同
じ
よ
う
な
こ
と
が
世
界
中
の
国
々
に
妥
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
か
く
し
て
憲
法
制
定
者
は
、
自
国
に
都
合
の
よ
い
「
自
然
法
」
を
選

択
し
、
こ
れ
を
実
定
憲
法
に
書
き
込
む
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
実
定
法
化
さ
れ
た
自
然
法
の
こ
と
を
「
現
実
態
と
し
て
の
自
然

法
」
と
い
う
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
形
で
の
自
然
法
は
、
国
家
が
存
在
す
る
以
上
か
な
ら
ず
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
現
実
態
と
し
て
の
自
然
法
の
内
容
は
千
差
万
別
で
あ
る
が
、
そ
の
役
割
は
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
は
体
制
の
維
持
で
あ
る
。
本

来
の
自
然
法
、「
理
念
と
し
て
の
自
然
法
」
は
、
そ
れ
が
実
定
法
化
さ
れ
る
と
き
、
こ
の
よ
う
に
形
を
変
え
る
こ
と
に
な
る
。

（
一
二
五
二
）



ケ
ル
ゼ
ン
の
自
然
法
論
批
判
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
長
尾
）

三
一
一

2　

本
稿
の
構
成

（
1
）　

本
書
の
構
成
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

ま
ず
、
二
、
三
に
お
い
て
ケ
ル
ゼ
ン
の
自
然
法
論
批
判
が
紹
介
さ
れ
る
。
と
く
に
重
要
な
こ
と
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
に
お
け
る
自
然
法
論
批

判
が
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判
の
一
環
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ケ
ル
ゼ
ン
の
法
理
論
、
政
治
理
論
に
お
い
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判
は

核
心
的
な
意
味
を
も
つ
。
ま
ず
、
二
に
お
い
て
、
ケ
ル
ゼ
ン
に
お
け
る
自
然
法
論
批
判
の
内
容
が
概
説
さ
れ
る
。
つ
ぎ
に
三
に
お
い
て
、

自
然
法
論
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
問
題
と
の
関
連
が
説
示
さ
れ
る
。

（
2
）　

四
、
五
に
お
い
て
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
自
然
法
論
批
判
の
問
題
点
が
検
討
さ
れ
る
。

四
に
お
い
て
は
、「
自
然
法
」
に
つ
い
て
の
「
絶
対
性
」
と
い
う
理
念
上
の
属
性
と
、
相
対
性
と
い
う
現
実
の
属
性
の
間
に
あ
る
、
一

見
し
て
矛
盾
す
る
関
係
が
説
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
ロ
ベ
ル
ト
・
ア
レ
ク
シ
ー
の
視
点
論
が
紹
介
さ
れ
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
立
論
が
批
判
的
に

検
討
さ
れ
る
。

五
に
お
い
て
は
、
自
然
法
と
実
定
法
の
「
共
存
」
に
か
か
る
理
論
的
な
諸
問
題
が
検
討
さ
れ
る
。
日
本
国
憲
法
は
、
自
然
法
思
想
を
導

入
し
て
い
る
。
こ
れ
を
「
共
存
」
の
典
型
例
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
い
ご
に
六
に
お
い
て
、
若
干
の
感
想
が
語
ら
れ
る
。

（
一
二
五
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

三
一
二

二　

自
然
法
論
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
問
題

1　

ケ
ル
ゼ
ン
に
お
け
る
自
然
法
論
批
判
の
形
成

（
1
）　

ま
ず
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
自
然
法
論
に
対
す
る
批
判
論
の
形
成
を
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
一
応

の
時
期
区
分
が
可
能
で
あ
る
。

①　

二
十
年
代
の
前
半
ま
で

②　

二
十
年
代
後
半
以
降

③　

渡
米
以
降
（
と
り
わ
け
戦
後
）

上
記
①
の
時
期
に
お
い
て
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
自
然
法
理
解
は
、
②
、
③
の
時
期
の
も
の
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。
①
の
時
期
の
自
然
法
理

解
に
は
、
非
体
系
的
で
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
の
印
象
が
あ
る
。
の
ち
に
示
す
よ
う
に
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
自
然
法
理
論
は
き
わ
め
て
個
性
的
な
も
の

で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
自
然
法
理
解
は
、
一
般
の
学
説
と
ほ
と
ん
ど
同
様
で
あ
る
。

初
期
の
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
自
然
法
に
つ
い
て
、
絶
対
主
義
の
下
で
、
当
局
の
国
家
教
義
に
対
抗
し
て
主
張
さ
れ
た
政
治
的
教
義
だ
と
述
べ

て
い
る
。
絶
対
王
制
に
対
す
る
反
対
勢
力
の
主
張
の
中
に
自
然
法
論
の
典
型
を
見
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
自
然
法
論
に
つ
い
て
、

も
っ
ぱ
ら
社
会
契
約
説
に
よ
る
国
家
の
基
礎
づ
け
と
の
関
連
に
お
い
て
関
心
を
示
す
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
時
期
の
ケ
ル
ゼ
ン
の
自
然

法
理
論
は
、
の
ち
に
主
張
さ
れ
る
、
体
系
的
か
つ
独
創
的
な
自
然
法
理
論
と
は
ま
っ
た
く
別
な
も
の
で
あ
る
。

（
2
）　

自
然
法
に
つ
い
て
の
ケ
ル
ゼ
ン
の
本
格
的
な
取
り
組
み
は
、
二
〇
年
代
後
半
に
始
ま
る
。
こ
の
時
期
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
重
要
な

（
一
二
五
四
）



ケ
ル
ゼ
ン
の
自
然
法
論
批
判
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
長
尾
）

三
一
三

論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

・
自
然
法
思
想
論
（
一
九
二
八
年
）

・
自
然
法
論
と
法
実
証
主
義
の
哲
学
的
基
礎
（
一
九
二
八
年
）

・
自
然
法
と
実
定
法
（
一
九
二
八
年
）

ケ
ル
ゼ
ン
の
自
然
法
論
批
判
の
要
点
は
、
こ
れ
ら
に
お
い
て
基
本
的
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
自
然
法
論
へ
の
批
判
を
さ
ら
に
強
め
て
い

く
の
は
渡
米
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
と
り
わ
け
第
二
次
大
戦
終
結
後
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
お
け
る
重
要
な
著
作
は
、
つ
ぎ
の
よ

う
で
あ
る

（
4
）

。

・
社
会
と
自
然
（
一
九
四
六
年
）

・
正
義
と
は
何
か
？
（
一
九
五
七
年
）

・
自
然
法
論
の
基
礎
（
一
九
六
三
年
）

・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判
論
集
（
一
九
六
四
年
）

2　

存
在
と
当
為
の
二
元
論
に
つ
い
て

ケ
ル
ゼ
ン
の
自
然
法
論
に
対
す
る
批
判
論
は
、
自
然
法
論
の
理
論
構
造
そ
の
も
の
に
対
す
る
批
判
と
、
自
然
法
論
の
政
治
的
機
能
の
分

析
、
す
な
わ
ち
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判
に
二
分
さ
れ
る
。

ま
ず
、
自
然
法
論
の
構
造
的
な
問
題
点
の
う
ち
、
と
く
に
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、

ケ
ル
ゼ
ン
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う

（
5
）

。

（
一
二
五
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

三
一
四

自
然
法
論
は
、
事
実
に
価
値
が
内
在
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
価
値
が
絶
対
的
で
あ
る
こ
と
を
前
提
す
る
。
あ
る
い
は
、

結
局
の
と
こ
ろ
同
じ
こ
と
に
な
る
が
、
自
然
に
は
聖
な
る
意
志
が
本
来
的
に
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
前
提
す
る
。
か
か
る
前
提

に
立
っ
て
の
み
、
自
然
か
ら
法
を
演
繹
で
き
、
そ
の
法
は
絶
対
的
正
義
で
あ
る
と
い
う
説
を
唱
え
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

自
然
的
事
実
に
価
値
が
内
在
す
る
と
い
う
形
而
上
学
的
前
提
が
科
学
の
観
点
か
ら
容
認
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
自
然
法
論
は

「
存
在
」
か
ら
「
当
為
」
を
推
論
す
る
と
い
う
論
理
的
誤
謬
の
上
に
成
り
立
つ
こ
と
と
な
る
。

ケ
ル
ゼ
ン
の
自
然
法
論
批
判
に
は
、
ま
こ
と
に
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
自
然
法
論
に
あ
っ
て
は
、
論
理
的
、
合
理
的
思

考
か
ら
す
れ
ば
不
可
避
と
さ
れ
る
は
ず
の
二
元
論
が
否
定
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
批
判
す
る
。
こ
こ
で
二
元
論
と
は
、
存
在
と
当
為
の
二

元
論
、
事
実
と
価
値
の
二
元
論
、
規
範
と
言
明
の
二
元
論
の
こ
と
で
あ
る
。
自
然
法
論
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
概
念
上
の
区
分
が
否

定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
と
批
判
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
二
元
論
は
、
近
代
科
学
、
近
代
的
思
惟
の
前
提
で
あ
り
、
条
件
で
も
あ
る
。

こ
れ
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
現
代
人
は
そ
の
思
考
形
態
に
お
い
て
未
開
の
時
代
に
逆
戻
り
す
る
こ
と
に
な
る
。

3　

純
粋
法
学
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判

（
1
）　

ケ
ル
ゼ
ン
の
自
然
法
論
批
判
の
強
烈
さ
に
は
尋
常
な
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
な
ぜ
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
か
く
も
熱
心
に
自
然
法
論
の

問
題
と
取
り
組
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
こ
の
点
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

容
易
に
思
い
つ
く
の
は
、
価
値
相
対
主
義
で
あ
る
。
価
値
相
対
主
義
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
学
問
的
信
条
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
政
治
的

信
条
と
も
な
っ
て
い
る
。
価
値
相
対
主
義
の
下
に
お
い
て
、
普
遍
的
価
値
を
科
学
的
方
法
で
確
認
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

（
一
二
五
六
）
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こ
の
よ
う
な
価
値
相
対
主
義
へ
の
信
念
が
、
自
然
法
論
批
判
へ
の
熱
意
の
源
泉
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

結
論
か
ら
い
え
ば
、
少
な
く
と
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
。
価
値
相
対
主
義
の
論
者
は
少
な
く
な
い
。
そ
れ
ら
の
論
者
ら
に

お
い
て
、
自
然
法
論
批
判
へ
の
、
ケ
ル
ゼ
ン
な
み
の
強
い
関
心
を
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

決
定
的
な
理
由
は
、
当
然
に
す
ぎ
る
よ
う
で
は
あ
る
が
、
純
粋
法
学
そ
の
も
の
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
趣
旨
は
、『
純
粋
法
学
〔
第
二
版
〕』
の
第
二
章
「
法
と
科
学
」
の
中
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る

（
6
）

。

伝
統
的
法
学
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
純
粋
法
学
は
、
反
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
性
格
に
よ
っ
て
、「
真
の
科
学
」
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
、
と
。

ケ
ル
ゼ
ン
は
、
こ
こ
で
純
粋
法
学
の
存
在
理
由
を
示
唆
し
つ
つ
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
一
見
し
て
、
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
法
理
論
に
お
い
て
周
辺
的
な
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
が
純
粋

法
学
の
核
心
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ケ
ル
ゼ
ン
が
自
然
法
論
に
過
剰
と
も
い
え
る
ほ
ど
の
関
心
を
示
し
た
の
は
、
自
然
法
論
が
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、
こ

れ
を
明
確
な
形
で
論
証
す
る
こ
と
が
、
純
粋
法
学
が
「
真
の
科
学
」
で
あ
る
た
め
の
条
件
で
あ
る
か
ら
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

（
2
）　

で
は
、「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
と
は
何
か
。
ケ
ル
ゼ
ン
は
『
純
粋
法
学
〔
第
二
版
〕』
に
お
い
て
、「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
の
概
念
に

つ
い
て
の
説
明
を
お
こ
な
っ
て
い
る

（
7
）

。

ケ
ル
ゼ
ン
は
、「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
の
語
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
法
」、
と
り
わ
け
「
実
定
法
」
な
ど
の

精
神
的
形
象
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
第
一
の
意
味
で
の
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

（
一
二
五
七
）
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こ
れ
に
対
し
て
、「
法
」、「
国
家
」
な
ど
を
、
正
当
化
し
た
り
、
非
難
し
た
り
す
る
た
め
に
考
え
出
さ
れ
た
、「
正
義
」、「
自
然
法
」、

そ
し
て
、
こ
れ
を
混
え
た
法
理
論
な
ど
は
、
第
二
の
意
味
で
の
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

純
粋
法
学
は
、
科
学
と
し
て
の
「
純
粋
性
」
を
維
持
す
る
た
め
に
二
正
面
作
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
の
語
と
の

関
係
に
お
い
て
、
こ
れ
を
示
す
こ
と
に
し
よ
う
。

第
一
に
、
当
為
の
次
元
の
存
在
で
あ
る
法
規
範
を
、
因
果
の
次
元
に
引
き
込
も
う
と
す
る
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
と
の
関
係
に
お
い
て
、
純

粋
法
学
は
、「
法
」
な
る
も
の
は
（
第
一
の
意
味
で
の
）「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
と
争
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
と
し
て

い
る
。

第
二
に
、
自
然
法
論
と
の
関
係
に
お
い
て
、
純
粋
法
学
は
、「
自
然
法
」
な
る
も
の
は
、（
第
二
の
意
味
で
の
）「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
に
す

ぎ
な
い
と
し
て
、
こ
れ
と
争
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
、
純
粋
法
学
は
「
反
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
の

学
で
あ
る
こ
と
を
明
言
す
る

（
8
）

。

こ
の
意
味
で
純
粋
法
学
は
、
公
然
た
る
反
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
傾
向
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
実
定
法
の
記
述
に
お
い
て
、
実

定
法
と
「
理
想
法
」、「
正
法
」
と
の
混
淆
の
一
切
を
否
定
す
る
。
そ
れ
は
法
を
「
あ
る
べ
き
」
相
に
お
い
て
で
は
な
く
、
あ
る

が
ま
ま
の
相
に
お
い
て
記
述
す
る
。
純
粋
法
学
は
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
伝
統
的
法
学
と
激
し
く
対
立
す
る
。
伝
統
的

法
学
は
、
意
識
的
・
無
意
識
的
に
、
ま
た
時
に
は
多
く
、
時
に
は
少
な
く
、
第
二
の
よ
う
な
意
味
で
、「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
」

性
格
を
も
っ
て
い
る
。
純
粋
法
学
は
、
こ
の
反
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
性
格
に
お
い
て
、
真
の
法
の
科
学
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
る
。

（
一
二
五
八
）



ケ
ル
ゼ
ン
の
自
然
法
論
批
判
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
長
尾
）

三
一
七

4　

プ
ラ
ト
ン
と
ケ
ル
ゼ
ン

（
1
）　

ケ
ル
ゼ
ン
に
は
、
そ
の
研
究
対
象
の
成
り
た
ち
を
、
根
源
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
現
代
の
自
然
法
論
は
、
中

世
の
神
学
的
自
然
法
論
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
り
、
中
世
の
自
然
法
論
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
社
会
哲
学
を
端
緒
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ト
ー

ピ
ッ
チ
ュ
は
、
こ
の
点
に
関
連
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う

（
9
）

。

ケ
ル
ゼ
ン
は
諸
々
の
自
然
法
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
神
話
的
・
宗
教
的
基
礎
を
探
求
し
、
プ
ラ
ト
ン
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
道
徳

形
而
上
学
に
深
く
立
ち
入
っ
た
分
析
を
加
え
、
ま
た
霊
魂
信
仰
を
社
会
学
的
に
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
数
百
年
、
否
数
千

年
に
わ
た
っ
て
西
欧
精
神
史
の
核
心
に
属
し
て
い
た
諸
観
念
に
た
い
し
真
に
原
理
的
な
批
判
の
矢
を
む
け
た
。

（
2
）　

こ
こ
で
プ
ラ
ト
ン
の
世
界
観
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。「
プ
ラ
ト
ン
の
正
義
論
」
と
題
す
る
論
文
に
お
い
て
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
つ

ぎ
の
よ
う
に
い
う

（
10
）

。

プ
ラ
ト
ン
の
世
界
は
統
一
的
世
界
で
は
な
く
、
そ
の
世
界
は
深
淵
に
よ
っ
て
二
分
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
分
裂
は
あ
ら
ゆ
る
現

象
形
態
に
ま
で
及
ん
で
お
り
、
き
わ
め
て
多
様
な
形
態
を
と
っ
て
繰
り
返
し
現
れ
る
。
プ
ラ
ト
ン
の
眼
に
は
一
つ
の
世
界
で
は

な
く
、
二
つ
の
世
界
が
映
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
彼
は
魂
の
眼
を
も
っ
て
時
間
・
空
間
を
超
越
し
た
超
越
界
、
イ
デ
ア
の
世
界
、

物
自
体
、
不
変
の
存
在
の
、
真
の
絶
対
的
現
実
を
観
照
し
え
た
と
信
じ
、
他
方
肉
眼
に
よ
っ
て
時
間
・
空
間
に
制
約
さ
れ
た
現

象
界
、
変
動
き
わ
ま
り
な
い
生
成
の
世
界
を
み
て
、
両
者
を
対
置
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

（
一
二
五
九
）
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プ
ラ
ト
ン
哲
学
の
特
徴
は
、
そ
の
根
元
的
な
二
元
論
に
あ
る
。
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
の
研
究
か
ら
、
自
然
法
の
構
造
と
機
能

に
つ
い
て
の
知
見
を
得
て
、
こ
れ
を
現
在
に
援
用
し
た
。

現
在
に
及
ぶ
ま
で
の
長
い
歴
史
に
お
い
て
、
自
然
法
論
の
多
く
は
、
基
本
的
に
、
プ
ラ
ト
ン
の
こ
の
よ
う
な
世
界
観
の
影
響
下
に
あ
っ

た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ケ
ル
ゼ
ン
が
プ
ラ
ト
ン
の
教
説
に
み
た
の
は
、
支
配
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ

の
点
に
自
然
法
論
の
本
質
を
み
た
の
で
あ
る
。

（
3
）　

ケ
ル
ゼ
ン
の
関
心
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
を
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
っ
た
。

一
九
二
二
年
の
著
作
「
神
と
国
家
」
は
、
フ
ロ
イ
ト
な
ど
の
理
論
に
よ
り
な
が
ら
、
宗
教
的
・
社
会
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
基
礎
を
成
す

も
の
を
、
意
識
の
原
始
的
深
層
、
い
ま
だ
自
然
と
社
会
の
区
別
を
知
ら
な
い
神
話
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
検
討
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ケ

ル
ゼ
ン
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う

（
11
）

。

神
話
的
世
界
観
に
お
け
る
自
然
と
は
実
は
社
会
な
の
で
あ
る
。

未
開
社
会
に
お
い
て
は
、
山
々
や
湖
沼
、
禽
獣
や
樹
木
に
も
霊
魂
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
意
志
を
も
つ
も
の
と
観
念
さ
れ
た
。「
自
然
」

に
も
「
人
格
」
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
未
開
人
の
自
然
観
と
現
在
の
自
然
法
論
と
の
接
点
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

ケ
ル
ゼ
ン
に
お
い
て
、
現
在
の
自
然
法
論
は
「
未
開
人
の
世
界
観
の
遺
物
」
と
感
ぜ
ら
れ
て
い
た
。

未
開
社
会
の
自
然
観
が
現
在
に
も
生
き
て
い
る
こ
と
は
、
驚
く
に
価
し
な
い
。
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
の
世
界
は
、
ま
さ
し
く
古
代
以
前

（
一
二
六
〇
）
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の
自
然
観
に
み
た
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
は
、
日
本
に
お
い
て
と
く
に
顕
著
で
あ
る
。
つ
い
半
世
紀
前
ま
で
、
竈
や
農
具
に
は

カ
ミ
（
霊
魂
）
が
宿
る
も
の
と
信
ぜ
ら
れ
て
い
た
。
正
月
に
は
神
酒
を
具
え
て
こ
れ
ら
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ケ
ル
ゼ
ン
の
研
究
対
象
に
は
、
き
わ
め
て
広
範
な
も
の
が
あ
る
が
、
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
の
研
究
は
、
そ
の
な
か
で
特
段
に
重
要
な
位
置
を

し
め
て
い
る
。

ギ
リ
シ
ャ
哲
学
の
研
究
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
現
代
自
然
法
研
究
の
一
環
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
の
研
究
は
、
そ
れ

自
体
が
主
た
る
目
的
で
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

三　

自
然
法
論
批
判
に
お
け
る
科
学
と
政
治

1　

支
配
の
正
当
化
論
と
し
て
の
自
然
法

（
1
）　
「
自
然
法
」
と
い
え
ば
、
多
く
の
人
々
は
、
ル
ソ
ー
な
ど
の
社
会
契
約
論
を
想
起
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
付
随
し
て
、
フ
ラ

ン
ス
革
命
が
想
起
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
は
、
西
欧
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
自
然
法
論
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
一
時
は

ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
教
壇
か
ら
追
放
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
自
然
法
理
解
に
対
し
て
正
面
か
ら
異
を
唱
え
た
の
が
ケ
ル
ゼ
ン
で
あ
っ
た
。
二
十
年
代
後
半
以
降
の
著
作
に
お
い
て
、
ケ

ル
ゼ
ン
は
こ
の
よ
う
な
一
般
的
な
自
然
法
観
と
は
全
く
異
な
っ
た
議
論
を
展
開
し
た
。
自
然
法
論
の
政
治
的
機
能
は
実
定
法
秩
序
の
正
当

化
に
あ
る
と
し
た
。
現
行
の
国
家
体
制
の
維
持
、
存
続
こ
そ
が
自
然
法
論
の
本
来
の
機
能
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
自
然
法
論
は
、

総
じ
て
保
守
的
性
格
の
も
の
と
さ
れ
た
。

ケ
ル
ゼ
ン
は
、
一
九
二
八
年
の
作
品
に
お
い
て
は
、「
自
然
法
論
の
性
格
は
一
般
的
に
、
ま
た
主
要
傾
向
か
ら
み
て
、
き
わ
め
て
保
守

（
一
二
六
一
）
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三
二
〇

的
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る

（
12
）

。
一
方
、
一
九
四
九
年
の
作
品
で
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

（
13
）

。

自
然
法
論
が
果
た
す
唯
一
の
機
能
は
、
実
定
法
を
正
当
化
す
る
こ
と
、
現
実
の
政
権
が
定
立
す
る
あ
ら
ゆ
る
実
定
法
を
正
当
化
す
る
こ

と
で
あ
る
、
と
。

（
2
）　

か
つ
て
、
自
然
法
論
に
つ
い
て
、
革
命
的
性
格
、
破
壊
的
性
格
が
語
ら
れ
た
が
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
こ
れ
と
は
正
反
対
の
理
解
を
示

し
た
。

自
然
法
論
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
す
べ
て
革
命
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
み
る
の
は
確
か
に
一
面
的
な
議
論
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
否
定
し
た
の

は
ケ
ル
ゼ
ン
の
大
き
な
功
績
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
所
論
を
さ
ら
に
一
歩
進
め
た
。「
あ
ら
ゆ
る
」
自
然
法
論
に
つ
い
て
、

こ
れ
を
現
状
維
持
の
機
能
を
も
つ
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
ど
の
よ
う
に
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
対
し
て
批
判
的
な
論

者
の
ひ
と
り
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う

（
14
）

。

自
然
法
論
一
般
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
革
命
的
性
質
の
も
の
と
い
う
の
は
確
か
に
極
論
で
あ
る
。
し
か
し
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
所
論
は
、
そ
の

対
極
に
あ
る
極
論
で
は
な
い
か
。
た
と
え
、
現
実
の
社
会
秩
序
に
批
判
的
な
立
場
に
あ
っ
て
も
、
そ
の
す
べ
て
が
革
命
的
で
あ
る
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
革
命
的
で
な
い
立
場
の
も
の
が
す
べ
て
現
状
維
持
を
是
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
改
良
的
な
立
場
の
も
の

も
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
。

ケ
ル
ゼ
ン
の
所
論
は
、
歴
史
的
存
在
と
し
て
の
自
然
法
論
を
、
し
か
も
西
欧
の
歴
史
に
お
け
る
自
然
法
論
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
前
提
の
下
に
お
い
て
も
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
よ
う
な
強
い
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
で
そ
の
所
論
を
主
張
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
ル
ソ
ー
の
自
然
法
思
想
と
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
の
関
係
を
あ
く
ま
で
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
な
も
の
と
す
る
が
、

（
一
二
六
二
）
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三
二
一

そ
の
よ
う
に
い
い
う
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
一
考
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
政
治
哲
学
を
も
自

然
法
思
想
と
み
て
い
る
の
で
あ
る
。

自
然
法
論
に
は
、
確
か
に
、
基
本
的
に
実
定
法
秩
序
の
正
当
化
、
す
な
わ
ち
現
状
肯
定
の
機
能
が
あ
る
。
し
か
し
、
例
外
の
事
態
も
少

な
か
ら
ず
あ
り
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か

（
15
）

。

2　

神
的
起
源
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
自
然
法

（
1
）　

ケ
ル
ゼ
ン
に
お
け
る
自
然
法
論
理
解
の
さ
ら
な
る
特
質
は
、
自
然
法
の
宗
教
的
性
格
を
著
し
く
強
調
す
る
点
に
あ
る
。
し
か
も
、

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
し
だ
い
に
強
い
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
以
下
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
主
張
の
変
容
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

こ
の
「
正
し
き
」「
自
然
の
」
秩
序
を
「
自
然
」
か
ら
導
き
出
そ
う
と
す
る
か
「
神
」
か
ら
導
き
出
そ
う
と
す
る
か
と
い
う

こ
と
は
、
自
然
法
論
の
正
義
論
に
と
っ
て
本
質
的
相
違
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い

（
16
）

。〔
一
九
二
八
年
〕

自
然
法
論
は
、
そ
の
論
旨
を
一
貫
さ
せ
る
と
、
ど
う
し
て
も
宗
教
的
性
格
を
帯
び
ざ
る
を
え
な
い
。
自
然
が
神
意
の
啓
示
と

し
て
捉
え
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
自
然
を
検
討
す
る
こ
と
が
神
意
の
探
求
に
つ
な
が
る
と
い
う
場
合
に
の
み
、
ま
た
、
そ
の
限
り

に
お
い
て
、
自
然
法
論
は
人
間
行
動
の
正
し
い
準
則
を
自
然
か
ら
演
繹
し
う
る
の
で
あ
る
。
実
際
、
名
だ
た
る
自
然
法
論
で
多

か
れ
少
な
か
れ
宗
教
的
性
格
を
も
た
ぬ
も
の
は
な
い

（
17
）

。〔
一
九
四
九
年
〕

（
一
二
六
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

三
二
二

自
然
法
と
は
神
が
人
間
に
植
え
つ
け
た
自
然
的
傾
向
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
法
な
の
で
あ
る
。
自
然
法
は
神
に
起
源
を
も
っ
て

い
る
。
自
然
法
の
も
つ
絶
対
的
効
力
や
不
変
性
は
そ
の
神
的
起
源
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
絶
対
不
変
の
効
力
こ
そ
自
然
法

の
本
質
的
要
素
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
自
然
法
が
自
然
に
内
在
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
同
様
、
そ
れ
が
絶
対
不
変
の
効
力
を

も
つ
こ
と
も
、
そ
れ
が
神
に
由
来
す
る
こ
と
の
帰
結
に
す
ぎ
な
い

（
18
）

。〔
一
九
六
一
年
〕

（
2
）　

一
九
二
八
年
の
著
作
に
お
い
て
は
、
神
と
自
然
は
並
置
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
一
九
四
九
年
の
著
作
に
お
い
て
は
、
自
然
法

論
の
宗
教
的
性
格
が
格
段
に
強
調
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
、
一
九
六
一
年
の
著
作
に
お
い
て
さ
ら
に
強
め
ら
れ
た
。
そ
こ

で
は
神
性
こ
そ
が
自
然
法
の
す
べ
て
で
あ
る
か
の
よ
う
な
論
調
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
一
九
六
三
年
の
作
品
に
お
い
て
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
「
正
し
い
神
性
へ
の
確
信
」
こ
そ
が
す
べ
て
の
自
然
法
論
の
必
然
の
前
提
で
あ

る
と
述
べ
る
に
至
っ
て
い
る

（
19
）

。
こ
の
主
張
を
文
字
ど
お
り
に
理
解
す
れ
ば
、
神
学
的
自
然
法
論
の
み
が
自
然
法
論
で
あ
り
、
世
俗
的
自
然

法
論
は
自
然
法
論
た
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
ケ
ル
ゼ
ン
の
所
論
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
い
え
ば
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
論
証
は
、
必
ず
し
も
十
分
で
は

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
ず
、
自
然
法
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
理
解
か
ら
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
よ
う
な
帰
結
を
演
繹
的
に
引
き
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
帰

納
的
論
証
も
十
分
と
は
い
え
な
い
。
神
的
起
源
を
も
た
な
い
自
然
法
論
も
珍
し
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
批
判
に
対
し
て
、
ケ

ル
ゼ
ン
は
、
あ
る
い
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
反
論
す
る
か
も
知
れ
な
い
。

一
見
し
て
世
俗
的
な
自
然
法
論
に
あ
っ
て
も
、
隠
さ
れ
た
前
提
（
神
）
が
あ
る
は
ず
だ
。
分
析
に
よ
っ
て
そ
の
ベ
ー
ル
を
外
す
こ
と
は

（
一
二
六
四
）
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困
難
で
は
な
い
だ
ろ
う
、
と
。

し
か
し
、「
隠
さ
れ
た
前
提
」
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
ケ
ル
ゼ
ン
の
主
張
に
は
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
何
よ
り
も
問
題
な

の
は
、
情
緒
や
感
情
か
ら
自
由
で
あ
る
べ
き
認
識
の
プ
ロ
セ
ス
に
反
宗
教
的
情
念
が
入
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

ケ
ル
ゼ
ン
は
宗
教
に
無
関
心
な
無
神
論
者
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
戦
闘
的
か
つ
自
覚
的
な
無
神
論
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い

て
、
論
者
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う

（
20
）

。

ケ
ル
ゼ
ン
は
、
宗
教
と
徹
底
的
に
対
決
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
の
自
由
を
擁
護
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ケ
ル
ゼ

ン
の
自
然
法
論
批
判
は
、
宗
教
批
判
へ
と
連
動
す
る
の
で
あ
る
、
と
。

3　

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判
に
お
け
る
科
学
と
政
治

（
1
）　

話
題
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判
に
戻
す
こ
と
に
し
よ
う
。

ケ
ル
ゼ
ン
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判
の
目
的
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
、
認
識
の
客
観
性
の
確
保
に
あ
る
。
か
く
し
て
、
没
価
値
性
と
価
値

中
立
性
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判
の
目
的
に
は
、
実
践
的
契
機
も
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ケ
ル
ゼ
ン

は
し
ば
し
ば
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う

（
21
）

。

民
主
制
は
価
値
相
対
主
義
に
立
脚
す
る
が
、
専
制
体
制
は
、
神
秘
的
な
政
治
理
念
に
立
脚
す
る
。
強
固
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
支
配
を
必
要

と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く
し
て
そ
れ
は
、
自
然
法
論
を
必
要
と
す
る
。
専
制
支
配
に
お
い
て
は
、
み
ず
か
ら
の
支
配
を
正
当
化
す
る
自

然
法
論
を
不
可
欠
と
す
る
の
で
あ
る
、
と
。

（
一
二
六
五
）
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三
二
四

こ
の
よ
う
な
前
提
か
ら
す
れ
ば
、
自
由
主
義
的
信
条
を
も
ち
、
専
制
支
配
に
批
判
的
な
ケ
ル
ゼ
ン
に
あ
っ
て
は
、
自
然
法
論
は
、
学
問

の
面
だ
け
で
な
く
、
政
治
的
に
も
否
定
の
対
象
と
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
も
う
一
つ
の
問
題
点
が
想
起
さ
れ
る
。
価
値
相
対
主
義
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
に
と
っ
て
学
問
的
信
条
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

政
治
的
信
条
で
も
あ
る
。
こ
の
価
値
相
対
主
義
は
、
果
た
し
て
政
治
的
自
由
主
義
と
整
合
性
を
も
ち
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
2
）　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
三
つ
の
対
応
が
想
起
さ
れ
る
。

そ
の
第
一
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
所
論
に
お
い
て
、
理
論
理
性
と
実
践
理
性
の
混
淆
が
な
さ
れ
て
い
る
と
主
張
す
る
。
そ
の
論
者
の
ひ
と
り

は
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
民
主
制
論
に
お
い
て
、「
没
価
値
性
の
外
観
」
と
「
民
主
主
義
へ
の
燃
え
る
情
熱
」
が
並
存
し
て
い
る
も
の
と
し
た
う

え
で
、
後
者
が
前
者
を
圧
倒
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
す
る

（
22
）

。
そ
の
結
果
、
民
主
制
論
の
論
理
に
「
意
欲
」
が
混
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と

す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
第
二
は
、
民
主
制
に
か
か
る
論
文
が
、
法
理
論
で
は
な
く
、
政
治
理
論
で
あ
る
こ
と
に
着
目
す
る
。
そ
し
て
ケ
ル
ゼ
ン
の
著
作
で

は
、
前
者
に
お
い
て
は
認
識
と
実
践
の
区
別
は
厳
し
く
な
さ
れ
て
い
る
が
、
後
者
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
、
と
す
る
。
民

主
制
と
自
由
に
つ
い
て
の
所
論
は
政
治
理
論
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
没
価
値
性
の
要
請
が
必
ず
し
も

十
分
に
貫
徹
さ
れ
て
い
な
い
と
す
る
の
で
あ
る

（
23
）

。

そ
の
第
三
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
所
論
に
お
い
て
、
自
由
の
問
題
は
価
値
相
対
主
義
の
例
外
と
さ
れ
て
い
る
旨
を
主
張
す
る

（
24
）

。

（
3
）　

上
記
の
三
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
明
言
は
避
け
て
い
る
も
の
の
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
所
論
に
問
題
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

（
一
二
六
六
）
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こ
れ
ら
は
、
相
反
的
な
関
係
に
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
両
立
可
能
な
関
係
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
理
論
的
に
も
っ
と
も

精
緻
な
構
成
を
と
っ
て
い
る
の
が
第
三
の
所
論
で
あ
る
。
そ
の
内
容
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

価
値
相
対
主
義
は
、
認
識
レ
ベ
ル
の
も
の
と
実
践
レ
ベ
ル
の
も
の
に
二
分
さ
れ
る
。
認
識
レ
ベ
ル
の
価
値
相
対
主
義
は
、
絶
対
的
な
価

値
に
つ
い
て
、
合
理
的
な
方
法
で
こ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
。
実
践
レ
ベ
ル
の
価
値
相
対
主
義
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
価
値

観
に
対
し
て
、
原
則
的
に
平
等
に
対
応
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
。
今
こ
の
脈
絡
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
後
者
の
価
値
相
対
主
義
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
思
想
に
対
し
て
、
原
則
と
し
て
平
等
に
取
り
扱
う
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。

「
原
則
と
し
て
」
と
の
意
味
は
、
例
外
を
許
容
す
る
と
の
趣
旨
で
あ
る
。
ケ
ル
ゼ
ン
の
政
治
思
想
の
特
質
は
、
す
べ
て
の
政
治
思
想
は

平
等
に
取
り
扱
う
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
、
自
由
主
義
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
「
例
外
」
と
し
て
、
特
段
に
有
利
な
取
扱
い

を
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
と
す
る
点
に
あ
る
。

ケ
ル
ゼ
ン
が
こ
の
よ
う
な
論
理
に
従
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
価
値
相
対
主
義
と
自
由
主
義
と
の
ジ
レ
ン
マ
の
問
題
は
、
こ

の
よ
う
に
し
て
解
決
さ
れ
う
る
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

た
だ
し
、
ケ
ル
ゼ
ン
が
こ
の
よ
う
な
論
理
を
ど
こ
ま
で
徹
底
し
て
自
己
の
実
践
上
の
原
則
と
し
て
い
る
か
と
い
う
問
題
は
、
こ
れ
と
は

別
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

「
ケ
ル
ゼ
ン
と
自
由
主
義
と
の
関
係
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
論
稿
を
著
し
た
、
エ
ア
ハ
ル
ト
・
モ
ッ
ク
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
が
な
ぜ
「
自
由

主
義
」
を
タ
イ
ト
ル
と
し
た
論
文
を
書
か
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
を
呈
し
つ
つ
、
そ
こ
で
は
っ
き
り
し
た
理
由
を
示
す
に
は
至
ら

な
か
っ
た

（
25
）

。

思
う
に
、
自
由
主
義
を
正
面
か
ら
検
討
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
こ
れ
も
ま
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判
の
対
象
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
な

（
一
二
六
七
）
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る
。
ケ
ル
ゼ
ン
は
こ
れ
を
避
け
た
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
4
）　

ケ
ル
ゼ
ン
が
「
民
主
制
の
本
質
と
価
値
」
と
題
す
る
論
文
に
お
い
て
、「
自
由
」
を
強
く
主
張
し
た
の
は
、
ロ
シ
ア
革
命
に
関

係
す
る
。
こ
の
論
文
が
発
表
さ
れ
た
の
は
ロ
シ
ア
大
革
命
の
三
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
の
革
命
政
権
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
こ

そ
が
真
の
民
主
主
義
だ
と
主
張
す
る
。
こ
れ
に
理
論
上
対
抗
し
よ
う
と
し
た
の
が
一
九
二
〇
年
の
論
文
で
あ
る
。
一
九
二
九
年
の
著
作
の

さ
い
に
は
、
ナ
チ
ス
の
影
響
力
は
ま
す
ま
す
強
い
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
共
産
主
義
と
ナ
チ
ス
の
一
党
独
裁
体
制
に

対
抗
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
一
九
五
五
年
の
著
作
「
現
代
民
主
制
論
批
判
」
も
、
実
践
的
な
目
的
を
も
っ
て
刊
行
さ
れ

た
。
冷
戦
の
状
況
に
お
い
て
、
人
民
民
主
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た

（
26
）

。

（
5
）　

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
脈
絡
か
ら
離
れ
て
み
た
場
合
に
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
一
般
論
と
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

自
然
法
論
者
は
「
科
学
」
の
名
の
下
に
正
義
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
法
実
証
主
義
者
は
こ
れ
を
な
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

法
実
証
主
義
者
に
と
っ
て
、
方
法
は
二
つ
で
あ
る
。
そ
の
第
一
は
、「
科
学
」
の
名
を
取
り
去
っ
て
、
政
治
信
条
の
表
白
と
い
う
形
で

「
民
主
主
義
へ
の
燃
え
る
情
熱
」
を
語
る
方
法
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、「
科
学
」
の
名
の
下
に
、
没
価
値
性
の
外
観
を
装
い
な
が
ら
、
そ

こ
に
民
主
制
へ
の
情
熱
を
も
ぐ
り
込
ま
せ
る
方
法
で
あ
る
。

法
実
証
主
義
者
は
、
は
た
し
て
「
科
学
」
の
名
に
お
い
て
正
面
か
ら
正
義
を
主
張
し
え
な
い
の
で
あ
ろ
う
か

（
27
）

。
ケ
ル
ゼ
ン
の
民
主
制
論

は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
提
示
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る

（
28
）

。

（
一
二
六
八
）
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四　

ケ
ル
ゼ
ン
理
論
の
問
題
点
Ⅰ　

自
然
法
の
絶
対
性
と
相
対
性
に
つ
い
て

1　

自
然
法
の
絶
対
性
と
相
対
性

（
1
）　

自
然
法
論
に
お
い
て
は
、「
絶
対
的
な
法
」、
す
な
わ
ち
「
絶
対
的
に
正
し
い
内
容
の
法
」
の
存
在
が
前
提
と
さ
れ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
歴
史
上
、
例
え
ば
、
君
主
制
と
共
和
制
、
一
夫
多
妻
制
と
一
夫
一
婦
制
、
そ
し
て
奴
隷
制
の
肯
定
と
否
定
な
ど
、
実
に
多
様
な

規
範
が
「
自
然
法
」
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
は
し
ば
し
ば
相
互
に
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
絶
対
に
正
し
い
内
容
の

規
範
が
複
数
存
在
し
、
相
互
に
矛
盾
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
点
に
つ
い
て
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う

（
29
）

。

自
然
法
が
絶
対
的
価
値
を
起
源
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
絶
対
的
妥
当
性
を
要
求
す
る
の
は
、
そ
れ
が
永
久
不
変
の
規
範
と

し
て
現
れ
る
と
い
う
の
と
同
じ
意
味
な
の
だ
。
自
然
法
論
に
は
自
然
法
の
不
変
性
の
要
請
を
、
し
ば
し
ば
直
接
的
ま
た
は
間
接

的
に
放
棄
す
る
か
、
ま
た
は
緩
和
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。
絶
対
的
な
自
然
法
の
代
わ
り
に
、
ま
た
は
そ
れ
に
加
え
て
、

単
に
仮
説
的
相
対
的
な
自
然
法
を
主
張
し
、
そ
の
可
変
性
と
特
殊
な
状
況
へ
の
適
合
性
を
説
き
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
純
粋
自

然
法
か
ら
実
定
法
へ
の
仲
介
的
な
橋
渡
し
を
し
よ
う
と
試
み
た
り
す
る
が
、
こ
れ
は
両
規
範
体
系
の
限
界
線
を
消
し
去
っ
て
、

そ
の
内
容
に
お
い
て
変
化
し
得
る
も
の
で
、
ま
た
、
常
に
変
化
す
る
相
対
的
仮
説
的
に
妥
当
す
る
実
定
法
を
、
自
然
法
と
し
て

ま
た
は
少
な
く
と
も
一
種
の
自
然
法
と
し
て
正
当
づ
け
よ
う
と
す
る
意
図
が
、
意
識
的
ま
た
は
無
意
識
的
に
は
た
ら
い
て
い
る

の
で
あ
る
。

（
一
二
六
九
）
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（
2
）　

理
念
態
と
し
て
の
自
然
法
（
純
粋
自
然
法
）
は
、
絶
対
的
妥
当
を
要
求
す
る
が
、
現
実
態
と
し
て
の
自
然
法
は
相
対
的
妥
当
を
要

求
す
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
自
然
法
」
に
あ
っ
て
は
、
た
て
ま
え
と
実
際
の
間
に
矛
盾
が
認
め
ら
れ
る
。
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
こ
こ

に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
を
見
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
矛
盾
の
も
つ
意
味
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
。

こ
の
よ
う
な
ケ
ル
ゼ
ン
の
所
論
に
は
一
見
し
て
説
得
力
が
あ
り
、
こ
れ
に
反
論
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
絶
対
性
と
相
対
性
は
、
こ
こ
で
必
ず
し
も
両
立
し
え
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
ハ
ー
ト
、
ア
レ
ク
シ
ー
の
主
張
す
る
視
点
論
が
そ

れ
で
あ
る
。

2　

内
的
視
点
と
外
的
視
点

（
1
）　
「
絶
対
」
で
あ
る
は
ず
の
も
の
が
、
視
点
を
変
え
れ
ば
、「
絶
対
」
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
は
し
ば
し
ば
経
験
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
法
現
象
と
の
関
連
に
お
い
て
は
、
ハ
ー
ト
、
ア
レ
ク
シ
ー
な
ど
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
る
視
点
論
が
想
起
さ
れ
る

（
30
）

。

ハ
ー
ト
は
そ
の
主
著
に
お
い
て
、
視
点
の
区
別
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
内
的
視
点
、
外
的
視
点
に
つ
い
て
語
っ
て
い

る
。
ア
レ
ク
シ
ー
は
、
そ
の
主
著
の
一
つ
に
お
い
て
視
点
論
の
重
要
性
を
語
っ
て
い
る
。

「
内
的
視
点
」
と
は
特
定
の
法
秩
序
に
お
け
る
諸
問
題
を
、
そ
の
法
秩
序
の
内
在
論
理
に
し
た
が
っ
て
評
価
す
る
視
点
の
こ
と
を
い
う
。

一
例
を
示
す
こ
と
に
し
よ
う
。

ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
政
策
の
下
に
あ
っ
た
、
か
つ
て
の
南
ア
連
邦
に
お
い
て
、
人
種
差
別
は
国
法
上
の
原
則
と
し
て
承
認
さ
れ
て
お
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
差
別
立
法
が
制
定
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
公
園
条
例
に
お
い
て
、
白
人
専
用
の
ベ
ン
チ
を
黒
人
が
利
用
す
る
行
為
に
つ

い
て
も
、
犯
罪
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
犯
罪
を
犯
し
た
者
に
対
し
て
、
裁
判
官
は
、
十
分
な
証
拠
が
あ
る
場
合
、

（
一
二
七
〇
）
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原
則
と
し
て
こ
れ
を
有
罪
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
条
例
は
違
憲
で
は
な
い
。
裁
判
官
は
、
職
務
上
、
憲
法
お
よ
び
法
秩
序
に
拘

束
さ
れ
る
。
こ
れ
は
絶
対
的
な
も
の
で
あ
る
。
裁
判
官
が
道
徳
的
な
理
由
で
有
罪
判
決
を
な
し
え
な
い
場
合
に
は
、
職
を
辞
す
る
こ
と
が

必
要
に
な
る
。
裁
判
官
が
憲
法
お
よ
び
法
秩
序
に
拘
束
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
世
界
共
通
の
原
則
で
あ
る
。

（
2
）　

こ
れ
に
対
し
て
、
外
的
視
点
と
は
、
特
定
の
法
秩
序
に
お
け
る
諸
問
題
を
、
そ
の
法
秩
序
に
お
け
る
内
在
論
理
に
か
か
わ
り
な

く
評
価
す
る
視
点
の
こ
と
を
い
う
。
上
記
の
例
で
い
え
ば
、
当
時
の
南
ア
連
邦
を
訪
れ
た
外
国
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
視
点
が
こ
れ
に
あ

た
る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
視
点
は
同
一
人
物
に
お
い
て
両
立
可
能
で
あ
る
。
上
記
事
案
に
お
い
て
、
裁
判
官
は
、
職
務
執
行
に

さ
い
し
て
は
内
的
視
点
に
た
つ
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
が
、
友
人
と
の
会
話
に
お
い
て
は
、
外
的
視
点
の
立
場
か
ら
、
こ
の
条
例
を
批
判
す

る
こ
と
も
自
由
で
あ
る
。

ケ
ル
ゼ
ン
は
、
法
体
系
を
外
側
か
ら
み
て
、
法
現
象
一
般
の
規
範
的
特
質
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ケ
ル
ゼ
ン
は

も
っ
ぱ
ら
法
現
象
を
外
的
視
点
か
ら
み
よ
う
と
す
る
。
外
的
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
絶
対
的
に
妥
当
す
る
規
範
が
あ
り
え
な
い
こ
と
は
、
当

然
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
内
的
規
範
の
立
場
に
立
て
ば
、
す
な
わ
ち
、
職
務
中
の
裁
判
官
の
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
憲
法
は
絶

対
で
あ
り
、
そ
の
憲
法
の
正
当
性
を
支
え
る
諸
原
理
（
自
然
法
）
も
ま
た
絶
対
で
あ
る
。

自
然
法
（
現
実
態
と
し
て
の
自
然
法
）
は
、
内
的
視
点
か
ら
す
れ
ば
絶
対
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
外
的
視
点
か
ら
す
れ
ば
相
対
的
な
も
の

で
あ
る
。
自
然
法
の
「
絶
対
性
」
に
関
す
る
ケ
ル
ゼ
ン
の
疑
念
は
、
こ
の
よ
う
に
、
内
的
視
点
、
外
的
視
点
の
問
題
と
し
て
解
決
さ
れ
う

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
一
二
七
一
）
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五　

ケ
ル
ゼ
ン
理
論
の
問
題
点
Ⅱ　

自
然
法
と
実
定
法
の
共
存
に
つ
い
て

1　

自
然
法
と
実
定
法
の
共
存
に
つ
い
て

自
然
法
と
実
定
法
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
の
下
に
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
つ
ぎ
の
よ
う
に

い
う

（
31
）

。

自
然
法
と
実
定
法
が
、
そ
の
最
高
の
妥
当
根
拠
か
ら
見
て
、
相
互
に
相
異
な
っ
た
二
つ
の
規
範
体
系
と
認
識
さ
れ
た
の
で
あ

る
な
ら
、
両
者
が
並
存
し
て
妥
当
す
る
こ
と
が
前
提
さ
れ
る
と
の
意
味
で
、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

「
関
係
」
と
は
、
同
一
体
系
の
諸
要
素
の
間
に
お
い
て
の
み
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
自
然
法
か
実
定
法
か
、
そ
の
い
ず
れ
か
一

方
だ
け
を
、
妥
当
す
る
規
範
体
系
と
主
張
で
き
る
。

ケ
ル
ゼ
ン
の
主
張
の
趣
意
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

実
定
法
は
人
間
の
意
志
行
為
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
当
然
、
完
全
な
も
の
で
は
な
い
。
不
完
全
で
あ
る
。
そ
し
て
強
制

的
性
格
を
も
つ
規
範
秩
序
で
あ
る
。
他
方
、
自
然
法
は
絶
対
的
な
性
格
の
も
の
で
あ
り
、
完
全
な
法
で
あ
る
。
そ
し
て
、
強
制
力
を
も
た

な
い
法
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
体
系
を
異
に
す
る
両
者
が
共
存
す
る
こ
と
は
、
本
来
、
あ
り
え
な
い
は
ず
の
こ
と
だ
。

し
か
し
、
自
然
法
論
者
を
含
め
て
学
説
の
多
数
は
、
両
者
の
共
存
を
受
け
い
れ
、
共
存
を
主
張
す
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、「
共
存
」

と
は
無
関
係
に
存
在
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
両
者
は
、「
法
」
で
あ
る
以
上
、
人
間
の
社
会
に
対
し
て
規
律
を
な
す
べ
く
作
用
す
る
。
こ

（
一
二
七
二
）
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の
規
律
の
内
容
が
矛
盾
す
る
場
合
に
は
、
調
整
が
必
要
に
な
る
。
歴
史
上
、
こ
の
「
共
存
」
は
、
自
然
法
が
「
実
定
化
」
さ
れ
る
か
、
実

定
法
に
自
然
法
の
質
が
与
え
ら
れ
る
か
、
い
ず
れ
か
の
形
で
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。

こ
れ
に
対
し
て
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
自
然
法
と
実
定
法
は
、
本
来
「
共
存
」
な
ど
あ
り
え
な
い
は
ず
の
も
の
だ
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、「
共
存
」
が
当
然
の
こ
と
と
さ
れ
て
き
た
と
し
て
こ
れ
を
批
判
す
る
。

結
論
か
ら
い
え
ば
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
所
論
に
は
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

2　

自
然
法
の
適
用
に
つ
い
て

（
1
）　

ケ
ル
ゼ
ン
は
、
理
念
と
し
て
の
自
然
法
（
純
粋
自
然
法
）
と
現
実
態
と
し
て
の
自
然
法
（
歴
史
上
の
自
然
法
）
を
区
別
し
て
い
る
。

現
実
態
と
し
て
の
自
然
法
は
、
常
に
実
定
法
と
共
存
関
係
に
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
さ
ら
に
批
判
論
を
続
け
る
。
そ
れ

は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

か
り
に
自
然
法
と
実
定
法
の
「
共
存
」
が
理
論
上
説
明
可
能
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
さ
ら
な
る
問
題
が
生
ず
る
。
す
べ
て
「
法
」

な
る
も
の
は
、
個
別
の
適
用
行
為
の
な
か
で
の
具
体
化
と
現
実
化
を
必
要
と
す
る
。「
共
存
」
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
以
上
、
自
然
法
も
、

こ
の
点
に
つ
い
て
例
外
で
は
あ
り
え
な
い
。
と
こ
ろ
で
こ
の
個
別
的
適
用
な
る
も
の
は
、
人
間
の
意
志
行
為
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
裁
判
官
や
行
政
官
な
ど
の
現
実
的
な
意
志
行
為
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
自
然
法
が
適
用
さ
れ
る
さ
い
に
、

必
然
的
に
実
定
法
化
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

ケ
ル
ゼ
ン
の
主
張
の
趣
旨
は
、
人
間
の
意
志
行
為
に
よ
っ
て
、
自
然
法
の
内
容
が
確
定
さ
れ
る
、
そ
の
結
果
、
自
然
法
の
秩
序
は
、
言

葉
の
厳
密
な
意
味
に
お
い
て
、
も
は
や
「
自
然
法
」
と
は
い
い
が
た
い
も
の
に
な
る
。
か
く
し
て
、
自
然
法
は
、
そ
の
適
用
の
さ
い
に
形

（
一
二
七
三
）
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成
さ
れ
る
個
別
規
範
の
段
階
で
は
、
人
間
の
行
為
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
法
、
す
な
わ
ち
「
実
定
法
」
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
る
、
と

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
2
）　

お
よ
そ
自
然
法
な
る
も
の
は
、
す
べ
て
実
定
法
秩
序
の
評
価
基
準
と
し
て
機
能
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
い
か
に
機

能
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
。
①
現
行
の
法
秩
序
を
も
っ
ぱ
ら
消
極
的
に
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
、
革
命
を
正
当

化
す
べ
く
機
能
す
る
と
み
る
立
場
、
②
現
行
の
法
秩
序
を
も
っ
ぱ
ら
積
極
的
に
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
行
秩
序
を
正
当
化
す
べ
く
機

能
す
る
と
み
る
立
場
、
③
こ
の
双
方
で
あ
る
と
み
る
立
場
、
な
ど
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
上
記
の
よ
う
に
、
自
然
法
の
適
用
に
あ
っ
て
は
、
裁
判
官
な
ど
の
人
間
の
意
志
行
為
が
不
可
欠
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
適

用
に
よ
っ
て
、
評
価
基
準
た
る
機
能
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
。
自
然
法
の
具
体
的
内
容

の
確
定
が
、
裁
判
官
や
行
政
官
の
任
意
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
裁
判
官
や
行
政
官
は
、
国
家
機
構
の
重
要
な

構
成
部
分
を
な
し
て
い
る
。
現
行
制
度
の
評
価
基
準
の
内
容
形
成
が
法
適
用
機
関
の
手
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
自
然

法
の
内
容
形
成
が
実
定
法
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ケ
ル
ゼ
ン
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
を
前
提
に
、
自
然
法
は
、
た
て
ま
え
と
し
て
は
、
実
定
法
秩
序
全
体
の
上
位
に
あ
り
、
こ
れ
を
評
価

す
べ
く
存
在
す
る
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
実
際
に
お
い
て
は
、
た
だ
実
定
法
秩
序
を
正
当
化
し
、
現
実
の
支
配
関
係
を
覆
い
隠
す

べ
く
作
用
す
る
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
い
か
、
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
自
然
法
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
が
語
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
一
二
七
四
）
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3　

現
実
態
と
し
て
の
自
然
法
は
、
す
べ
て
実
定
法
で
あ
る

（
1
）　

と
こ
ろ
で
、
本
章
に
お
い
て
、
自
然
法
と
実
定
法
の
共
存
に
か
か
る
問
題
点
が
示
さ
れ
、
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
ま
ま
に
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
つ
ぎ
の
二
点
で
あ
る
。

①　

こ
の
「
共
存
」
に
つ
い
て
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
「
本
来
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
」
と
す
る
が
、
学
説
の
多
数
は
こ
の
「
共
存
」

に
つ
い
て
、
理
論
的
に
も
現
実
に
お
い
て
も
、
問
題
が
な
い
も
の
と
し
て
い
る
。
い
ず
れ
が
妥
当
で
あ
る
の
か
。

②　
「
共
存
」
は
、
人
間
の
手
に
よ
る
自
然
法
の
適
用
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
自
然
法
は
、
自
然
法
と
は
い
え
な

い
も
の
に
変
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
自
然
法
本
来
の
機
能
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考

え
る
べ
き
か
。

ケ
ル
ゼ
ン
の
い
う
、
純
粋
自
然
法
は
、
理
念
と
し
て
の
自
然
法
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
、
非
歴
史
的
な
観
念
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ケ
ル

ゼ
ン
自
身
の
思
念
の
な
か
に
形
成
さ
れ
た
思
考
モ
デ
ル
で
あ
る
。
ケ
ル
ゼ
ン
が
自
然
法
と
実
定
法
の
共
存
可
能
性
に
つ
い
て
議
論
す
る
さ

い
に
は
、
実
定
法
と
こ
の
純
粋
自
然
法
の
共
存
が
念
頭
に
お
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
純
粋
自
然
法
な
る
も
の
が
思
考
モ
デ
ル
を
意
味
す

る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
歴
史
的
実
在
の
形
を
と
る
場
合
に
お
い
て
、
他
の
歴
史
上
の
契
機
と
の
混
淆
は
不
可
避
で
あ
る
。

「
共
存
」
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
の
所
論
に
は
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
2
）　

日
本
国
憲
法
は
「
人
類
普
遍
の
原
理
」
を
語
っ
て
お
り
、
自
然
法
思
想
を
導
入
し
て
い
る
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
る
の
は
、
純
粋
自
然
法
で
は
な
く
、
現
実
態
と
し
て
の
自
然
法
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
現
実
態
と
し
て
の
自
然
法

は
す
べ
て
国
家
に
よ
っ
て
「
法
」
と
し
て
の
効
力
を
与
え
ら
れ
た
存
在
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
国
家
に
よ
っ
て
効
力
を
与
え
ら
れ
た

（
一
二
七
五
）
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「
法
」
は
、
実
定
法
そ
の
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ケ
ル
ゼ
ン
は
自
然
法
と
実
定
法
の
存
在
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
よ

う
な
前
提
そ
の
も
の
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
上
記
①
、
②
の
問
題
は
、
問
題
設
定
そ
の
も
の
に
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

六　

結
語
に
替
え
て

1　
「
自
然
法
の
終
焉
」
と
ケ
ル
ゼ
ン

（
1
）　

さ
い
ご
に
感
想
を
二
点
ほ
ど
示
す
こ
と
に
よ
り
、
結
語
に
替
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

法
哲
学
の
学
説
に
お
い
て
、
以
前
か
ら
、「
自
然
法
の
終
焉
」
が
語
ら
れ
て
い
る
。
論
者
は
、
ド
イ
ツ
の
事
情
に
留
意
し
つ
つ
つ
ぎ
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る

（
32
）

。

こ
の
数
年
自
然
法
に
関
す
る
刊
行
物
が
と
み
に
少
な
く
な
っ
た
。
こ
の
現
象
を
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
自
然
法

の
死
亡
宣
告
な
の
だ
ろ
う
か
。
死
亡
し
て
し
ま
っ
て
い
な
い
ま
で
も
、
自
然
法
は
失
踪
宣
告
を
受
け
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

自
然
法
に
つ
い
て
、
い
ま
こ
れ
を
持
ち
出
す
こ
と
に
は
ど
ん
な
意
義
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
「
自
然
法
」
な
る
も
の
が
理
念
上
の
自
然
法
（
純
粋
自
然
法
）
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
論
者
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
理
念
と
し
て
の
自
然
法
に
対
す
る
関
心
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
問
題
と
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
自
然
法
論
批
判
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

（
一
二
七
六
）
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（
2
）　

と
こ
ろ
で
、
第
二
次
大
戦
終
結
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
自
然
法
の
再
生
ぶ
り
に
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
時

が
た
ち
、
時
代
が
落
ち
着
く
に
つ
れ
て
自
然
法
論
議
は
下
火
に
な
っ
た
。
自
然
法
の
内
容
に
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
多
く
の
こ
と

が
憲
法
規
定
な
ど
に
実
定
法
化
さ
れ
た
こ
と
も
そ
の
要
因
で
あ
っ
た
が
、
自
然
法
論
自
身
に
も
理
論
上
の
問
題
点
が
あ
っ
た
。
存
在
か
ら

当
為
を
引
き
出
す
と
い
う
、
自
然
法
論
の
構
造
的
な
弱
点
が
き
び
し
く
批
判
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

理
念
と
し
て
の
自
然
法
に
対
す
る
関
心
は
失
わ
れ
、
事
実
上
、
現
実
態
と
し
て
の
自
然
法
が
議
論
の
的
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

（
33
）

。

こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
ケ
ル
ゼ
ン
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
理
解
さ

れ
う
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
自
然
法
の
終
焉
」
が
語
ら
れ
る
さ
い
に
は
、
絶
対
的
妥
当
を
属
性
と
す
る
理
念
と
し
て
の
自
然
法
が
問
題
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、
絶
対
的
価
値
、
絶
対
的
正
義
な
る
も
の
を
合
理
的
な
方
法
で
認
識
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
絶
対
的

価
値
に
到
達
す
る
た
め
の
方
法
は
、
認
識
で
は
な
く
信
仰
で
あ
る
。「
自
然
法
の
終
焉
」
は
、
信
仰
者
に
と
っ
て
は
重
大
問
題
で
あ
る
が
、

合
理
主
義
者
、
と
り
わ
け
認
識
上
の
価
値
相
対
主
義
者
に
と
っ
て
は
問
題
性
の
認
め
ら
れ
な
い
も
の
だ
。　

と
こ
ろ
で
、
現
実
態
と
し
て
の
自
然
法
に
つ
い
て
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

実
定
法
秩
序
が
存
在
す
る
か
ぎ
り
こ
れ
を
正
当
化
し
、
そ
の
存
続
を
補
助
す
る
た
め
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
が
「
自
然
法
」
で
あ
る
。
現
実
態
と
し
て
の
自
然
法
に
と
っ
て
、「
終
焉
」
な
ど
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
「
現
実
態
と
し
て
の
自
然
法
」
は
、
実
証
主
義
者
に
と
っ
て
は
実
定
法
そ
の
も
の
で
あ
る
が
、
自
然
法
論
者
か
ら
す
れ
ば
、

そ
れ
は
実
定
法
の
形
を
と
っ
た
自
然
法
で
あ
る
。

（
一
二
七
七
）
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2　

ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
ケ
ル
ゼ
ン

（
1
）　

ケ
ル
ゼ
ン
の
所
論
は
、
実
に
多
様
な
形
で
批
判
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
。
ケ
ル
ゼ
ン
の
活
動
期
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
つ
ぎ
の

よ
う
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
1
期　

帝
政
期

第
2
期　

ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
の
時
期

第
3
期　

第
三
帝
国
の
時
期

第
4
期　

戦
後
の
二
〇
年
ほ
ど
の
時
期

こ
の
う
ち
、
本
稿
の
テ
ー
マ
か
ら
み
て
、
第
一
期
は
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
期
以
降
に
お
い
て
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
レ
ッ
テ
ル
が
貼
ら
れ
、
批
判
の
的
と
さ
れ
て
き
た
。
ワ
イ
マ
ー
ル
期
に
お
い
て
は
、
そ
の
方
法
二
元
論
が
問
題
と
さ
れ
、
ケ
ル
ゼ
ン

に
は
「
形
式
主
義
者
」
と
の
非
難
が
な
さ
れ
た
。
第
三
帝
国
の
時
期
に
お
い
て
は
、
ナ
チ
ス
に
同
調
す
る
学
者
か
ら
、「
自
由
主
義
者
」

と
の
非
難
が
加
え
ら
れ
た
。

戦
後
に
お
い
て
も
、
ケ
ル
ゼ
ン
に
対
す
る
批
判
は
続
け
ら
れ
た
。
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
価
値
相
対
主
義
の
も
つ
影
響

が
問
題
に
さ
れ
、
こ
れ
が
ナ
チ
ズ
ム
の
影
響
拡
大
の
た
め
の
条
件
を
整
え
た
も
の
と
し
て
批
判
さ
れ
た
。
そ
し
て
ケ
ル
ゼ
ン
の
所
論
に
は

「
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
の
傾
向
が
あ
る
と
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
ケ
ル
ゼ
ン
の
支
持
者
ら
か
ら
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
自
由
主
義
者
で
あ
る
と
の
反
論
が
な
さ
れ
た
。
ト
ー
ピ
ッ
シ
ュ
の
所
論
は
、

そ
の
典
型
で
あ
る

（
34
）

。
は
た
し
て
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
ニ
ヒ
リ
ス
ト
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
自
由
主
義
者
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
一
二
七
八
）



ケ
ル
ゼ
ン
の
自
然
法
論
批
判
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
長
尾
）

三
三
七

（
2
）　

こ
の
点
に
関
連
し
て
、
長
尾
龍
一
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

（
35
）

。

実
を
い
う
と
訳
者
〔
長
尾
龍
一
〕
は
永
い
間
こ
の
ト
ー
ピ
ッ
チ
ュ
と
同
じ
考
え
方
に
立
っ
て
い
た
。
し
か
し
最
近
に
な
っ
て

こ
の
立
場
を
か
な
り
修
正
す
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
は
、
理
論
的
に
い
え
ば
、
認
識
上
の
価
値
と
実
践
上
の
価
値
を
峻
別
す
る
ケ

ル
ゼ
ン
の
理
論
を
、
自
由
主
義
・
民
主
主
義
と
い
う
実
践
上
の
価
値
と
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
原
理
上
無
理
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
に
至
っ
た
動
機
の
一
つ
は
紀
元
前
五
世
紀
の
ギ
リ
シ
ャ
啓
蒙
思
潮
が
、
一
種
の
内

在
的
論
理
に
基
づ
い
て
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
陥
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

（
3
）　

ケ
ル
ゼ
ン
は
、「
一
種
の
内
在
的
論
理
に
基
づ
い
て
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
陥
っ
た
」
の
で
は
な
い
か
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。「
内
在

的
論
理
」
と
は
、
認
識
上
の
価
値
相
対
主
義
の
趣
旨
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
同
氏
は
さ
ら
に
、「
ニ
ー
チ
ェ
は
、
近
代
科
学
に
よ
っ

て
神
は
死
に
、
人
間
は
動
物
に
還
元
さ
れ
た
と
い
う
前
提
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
は
な
は
だ
タ
イ
プ
の
違
っ
た
思
想
家
で
あ
る
が
、
ま
さ

し
く
ケ
ル
ゼ
ン
と
同
一
の
到
達
点
に
立
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
て
い
る
。
ケ
ル
ゼ
ン
と
ニ
ー
チ
ェ
の
間
に
根
底
的
な
点
に
お

い
て
共
通
項
が
あ
る
、
そ
れ
は
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
だ
、
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
見
し
て
意
外
の
感
を
禁
じ
え
な
い
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
な

さ
ら
な
る
指
摘
を
み
れ
ば
、
そ
の
趣
旨
に
つ
い
て
了
解
し
う
る
こ
と
に
な
る
。

思
う
に
西
洋
思
想
は
さ
ま
ざ
ま
な
子
を
生
ん
だ
。
一
神
教
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
・
民
主
主
義
・
科
学
・
技
術
・
資
本
主
義
・

帝
国
主
義
・
そ
し
て
原
水
爆
等
々
。
こ
の
兄
弟
た
ち
は
相
互
に
必
ず
し
も
折
合
い
が
よ
く
な
く
、
兄
弟
殺
し
の
恐
れ
を
も
っ
た

（
一
二
七
九
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

三
三
八

子
も
い
る
。
啓
蒙
的
合
理
主
義
も
こ
の
西
洋
精
神
の
一
人
の
子
で
あ
り
、
し
か
も
兄
弟
殺
し
の
可
能
性
を
も
っ
た
危
険
な
子
で

は
な
い
か
。
古
き
啓
蒙
思
潮
は
、
理
性
が
人
類
に
正
義
と
幸
福
を
も
た
ら
す
と
信
じ
た
「
良
き
子
」
で
あ
っ
た
が
、
新
し
い
啓

蒙
思
潮
は
事
に
よ
る
と
正
義
と
幸
福
の
破
壊
者
と
も
な
り
う
る
の
で
は
な
い
か
。

ケ
ル
ゼ
ン
は
こ
の
新
し
き
啓
蒙
思
潮
の
帰
結
を
首
尾
一
貫
し
て
貫
徹
し
た
思
想
家
で
あ
り
、
そ
の
価
値
も
危
険
性
も
そ
こ
に

あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。　

（
4
）　

こ
の
よ
う
な
、
長
尾
龍
一
氏
の
ケ
ル
ゼ
ン
理
解
に
は
納
得
し
う
る
も
の
が
あ
る
。
ケ
ル
ゼ
ン
の
所
論
に
お
い
て
、
と
き
と
し
て

人
間
の
在
り
方
に
つ
い
て
諦
観
に
達
し
た
か
の
よ
う
な
文
章
に
接
す
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う

（
36
）

。

民
主
主
義
者
は
身
を
忌
む
べ
き
矛
盾
に
委
ね
、
民
主
制
救
済
の
た
め
に
独
裁
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
。
船
が
沈
没
し
て
も

な
お
そ
の
旗
へ
の
忠
実
を
守
る
べ
き
で
あ
る
。
自
由
の
理
念
は
破
壊
不
可
能
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
深
く
沈
め
ば
沈
む
ほ
ど

や
が
て
一
層
の
情
熱
を
も
っ
て
再
生
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
希
望
の
み
を
胸
に
抱
き
つ
つ
、
海
底
に
沈
み
行
く
の
で
あ
る
。

ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
の
終
末
を
意
識
し
つ
つ
書
い
た
こ
の
文
章
に
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
人
間
観
、
世
界
観
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
前
向

き
の
文
章
表
現
と
は
裏
腹
に
、
こ
こ
に
み
ら
れ
る
の
は
、
人
間
性
へ
の
絶
望
と
人
間
の
将
来
に
対
す
る
暗
い
諦
念
で
あ
る
。
こ
の
一
節
は
、

内
外
の
多
数
の
論
者
に
よ
っ
て
引
用
さ
れ
て
き
た
。
ケ
ル
ゼ
ン
の
読
者
は
、
こ
の
文
章
に
つ
い
て
、
も
っ
と
も
美
し
い
文
章
で
あ
る
と
し

て
こ
れ
を
評
価
す
る
者
と
、
筆
者
の
よ
う
に
、
ケ
ル
ゼ
ン
ら
し
く
な
い
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
文
章
で
あ
る
と
み
る
者
に
二
分
さ
れ
る
。
し

（
一
二
八
〇
）



ケ
ル
ゼ
ン
の
自
然
法
論
批
判
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
長
尾
）

三
三
九

か
し
、
第
三
の
見
方
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
ケ
ル
ゼ
ン
の
内
心
に
潜
む
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
表
白
と
し
て
こ
れ
を
み
る
立
場
で
あ
る
。

ケ
ル
ゼ
ン
は
、
自
由
主
義
者
で
あ
る
が
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
陥
っ
た
自
由
主
義
者
で
あ
る

（
37
）

。

（
1
） H

ans K
elsen, W

as ist G
erechtigkeit?, 1953, S

.37. 

宮
崎
繁
樹
訳
「
正
義
と
は
何
か
」『
ハ
ン
ス
・
ケ
ル
ゼ
ン
著
作
集
Ⅲ　

自
然
法
論
と

法
実
証
主
義
』（
二
〇
一
〇
年
）
二
〇
八
頁
。

（
2
） K

elsen, D
ie Idee des N

aturrechts 

（1928

） in : D
ie W

iener R
echtstheoretische S

chule 

（
以
下
、
Ｗ
Ｒ
Ｓ
と
表
記
す
る
）, 1968, S

. 

248.  

長
尾
龍
一
訳
「
自
然
法
思
想
論
」『
著
作
集
Ⅲ
』
五
頁
。

（
3
） 

ケ
ル
ゼ
ン
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
政
治
理
論
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
「
真
正
の
自
然
法
論
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
服
部
栄
三
・
高
橋
悠
訳
「
マ
ル

ク
ス
主
義
法
理
論
」『
著
作
集
Ⅱ　

マ
ル
ク
ス
主
義
批
判
』（
二
〇
一
〇
年
）
三
〇
一
頁
以
下
。

（
4
） 

ケ
ル
ゼ
ン
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
に
述
べ
る
方
法
二
元
論
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
が
、
学
際
的
な
研
究
方
法
を
多
用
し
て
い
る
点
に
も
留
意
す

る
必
要
が
あ
る
。
ケ
ル
ゼ
ン
自
身
、
こ
の
こ
と
を
意
識
し
て
お
り
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

研
究
分
野
の
内
容
に
よ
っ
て
は
専
門
外
の
諸
分
野
に
立
ち
入
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
民
俗
学
、
宗
教
史
、
古
代
学
、
物
理
学
な
ど
の
研
究
成
果

を
利
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
長
尾
龍
一
訳
「
応
報
律
と
因
果
律
」『
著
作
集
Ⅴ　

ギ
リ
シ
ャ
思
想
集
』（
二
〇
〇
九
年
）
四
頁
。

（
5
） K

elsen, T
he N

atural - L
aw

 D
octrine before the T

ribunal of S
cience 

（1949

） in : W
hat is Justice ? , 1957, p. 141. 

上
原
行
雄

訳
「
科
学
の
法
廷
に
お
け
る
自
然
法
論
」『
著
作
集
Ⅲ
』
一
三
〇
頁
。

（
6
） K

elsen,  R
eine R

echtslehre, 2. A
ufl ., 1960. S

. 112.  
長
尾
龍
一
訳
『
純
粋
法
学　

第
二
版
』（
二
〇
一
四
年
）
一
〇
六
頁
。

（
7
） K

elsen 

（A
nm

, 6

）, S
. 111. 

〔
訳
〕
一
〇
五
頁
。 

（
8
） K

elsen 

（A
nm

, 6

）, S
. 111. 

〔
訳
〕
一
〇
五
頁
。

（
9
） 

エ
ル
ン
ス
ト
・
ト
ー
ピ
ッ
チ
ュ
「
緒
言
」、
ケ
ル
ゼ
ン
〔
長
尾
龍
一
訳
〕『
神
と
国
家
』（
一
九
七
一
年
）
一
一
頁
。

（
10
） 

ケ
ル
ゼ
ン
〔
長
尾
龍
一
訳
〕「
プ
ラ
ト
ン
の
正
義
論
」『
著
作
集
Ⅴ
』
一
八
八
頁
。

（
一
二
八
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

三
四
〇

（
11
） 

長
尾
龍
一
訳
『
著
作
集
Ⅵ　

神
話
と
宗
教
』（
二
〇
一
一
年
）
一
四
八
頁
。

（
12
） K

elsen, D
ie philosophischen G

rundlagen der N
aturrethtslehre und des R

echtspositivism
us 

（1928

）: W
R
S
, S

. 312. 

黒
田
覚

訳
「
自
然
法
論
と
法
実
証
主
義
の
哲
学
的
基
礎
」『
著
作
集
Ⅲ
』
七
五
頁
。

（
13
） K

elsen 

（A
nm

, 5

）, p. 145. 

〔
訳
〕
一
三
四
頁
。

（
14
） K

azim
ierz O

pałek, K
elsens K

ritik der N
aturrechtslehre in : W

. K
raw

ietz / E
.T

opitsch  / P
.K

oller 

（H
rsg.

）, 

Ideologiekritik und D
em

okratietheorie bei H
ans K

elsen 

（R
echtstheorie B

eiheft 4

）, 1982, S
. 81.

（
15
） 

な
お
、
こ
の
点
に
関
連
し
て
ダ
ン
ト
レ
ー
ヴ
が
「
自
然
法
は
、
革
命
的
な
要
求
を
支
持
す
る
の
に
役
立
つ
こ
と
も
あ
れ
ば
、
ま
た
既
存
の
法
秩

序
を
正
当
と
す
る
の
に
役
立
つ
こ
と
も
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。
ダ
ン
ト
レ
ー
ヴ
〔
久
保
正
幡
訳
〕『
自
然
法
』（
一
九
五
二

年
）
一
四
八
頁
。

（
16
） K

elsen 

（A
nm

, 2

）, S
. 247. 

〔
訳
〕
四
頁
。

（
17
） K

elsen 

（A
nm

, 5

）, p. 138. 

〔
訳
〕
一
二
七
頁
。

（
18
） K

elsen, N
aturrechtslehre und R

echtspositivism
us 

（1961

） in : W
R
S
, S

. 822. 

長
尾
龍
一
訳
「
自
然
法
論
と
法
実
証
主
義
」『
著
作
集

Ⅲ
』
二
三
七
頁
。

（
19
） K

elsen, D
ie G

rundlagen der N
aturrechtslehre 

（1963

） in : W
R
S
, S

. 869. 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
た
原
因
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
ケ
ル
ゼ
ン
に
お
け
る
規
範
概
念
の
変
化
に
原
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
示
唆
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。C

lem
ens Jabloner, Ideologiekritik bei K

elsen in : R
obert W

alter 

（H
rsg

）, S
chw

erpunkte der 

R
einen R

echtslehre, 1992, S
.100.

（
20
） 

古
賀
敬
太
『
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
自
由
主
義
の
悲
劇　

岐
路
に
立
つ
国
法
学
者
た
ち
』（
一
九
九
六
年
）
一
六
頁
。

（
21
） 

ケ
ル
ゼ
ン
〔
長
尾
龍
一
・
植
田
俊
太
郎
訳
〕『
民
主
主
義
の
本
質
と
価
値　

第
二
版
』（
二
〇
一
五
年
）
一
二
五
頁
以
下
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、

P
eter K

oller, Z
u einigen P

roblem
en der R

echtfertigung der D
em

okratie in : R
echtstheorie B

eiheft 4, S
. 320.

（
22
） 

手
島
孝
『
ケ
ル
ゼ
ニ
ズ
ム
考
』（
一
九
八
一
年
）
八
二
頁
。
と
こ
ろ
で
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
価
値
相
対
主
義
論
に
つ
い
て
、
価
値
相
対
主
義
の
「
実

（
一
二
八
二
）



ケ
ル
ゼ
ン
の
自
然
法
論
批
判
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
長
尾
）

三
四
一

質
化
」
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。
ケ
ル
ゼ
ン
の
価
値
相
対
主
義
は
、
そ
れ
自
体
、
実
質
的
価
値
を
体
現
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
価
値
相
対
主
義
の
「
空
洞
化
」
を
き
た
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
た
と
え
ば
、H

orst D
reier, R

echtslehle, 

S
taatssoziologie und D

em
okratietheorie bei H

ans K
elsen, 2, A

ufl ., 1990, S
.262. 

（
23
） G

erhart W
ielinger, D

em
okratisches P

rinzip, P
arteienstaat und L

egalitätsprinzip bei H
ans K

elsen in : R
echtstheorie 

B
eiheft 4 , S

. 264.

（
24
） 

長
尾
龍
一
『
思
想
史
斜
断
』（
一
九
八
一
年
）
七
〇
頁
。

（
25
） E

rhard M
ock, H

ans K
elsens V

erhältnis zum
 L

iberalism
us in : R

echtstheorie B
eiheft 4, S

. 439f.

（
26
） H

orst D
reier 

（A
nm

. 22

）, S
. 265.

（
27
） 

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、O

ta W
einberger, R

echtspositivism
us, D

em
okratie und G

erechtigkeitstheorie in : 

R
echtstheorie B

eiheft 4, S
. 501.

（
28
） 

こ
の
点
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
、Ilm

ar T
am

m
elo, V

on der reinen zu einer reineren R
echtslehre in : W

. K
raw

ietz / 

H
.S

chelsky

（H
rsg.

）, R
echtssystem

 und gesellschaftliche B
asis bei H

ans K
elsen

（R
echtstheorie B

eiheft 5

）, 1984, S
. 250. 

（
29
） K

elsen 

（A
nm

. 12

）, S
. 288. 

〔
訳
〕
四
五
頁
。

（
30
） 

ア
レ
ク
シ
ー
の
法
理
論
、
そ
し
て
ア
レ
ク
シ
ー
と
ケ
ル
ゼ
ン
の
法
理
論
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
長
尾
一
紘
『
基
本
権
解
釈
と
利
益
衡
量
の
法

理
』（
二
〇
一
二
年
）
一
四
三
頁
以
下
。

（
31
） K

elsen 

（A
nm

, 12

）, S
. 305f. 

〔
訳
〕
六
六
頁
以
下
。
な
お
参
照
、
長
尾
龍
一
「
ケ
ル
ゼ
ン
に
お
け
る
法
と
道
徳

│
批
判
的
考
察
」『
ケ
ル

ゼ
ン
研
究
Ⅲ
』（
二
〇
一
三
年
）
一
二
二
頁
。

（
32
） 

阿
南
成
一
『
現
代
自
然
法
論
の
課
題
』（
一
九
九
一
年
）
二
七
九
頁
以
下
。

（
33
） 

こ
の
点
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
、W

alter P
reiss, H

ans K
elsens K

ritik am
 N

aturrecht, 1993, S
. 166.

（
34
） 

ト
ー
ピ
ッ
チ
ュ
・
前
掲
書
二
〇
頁
。

（
35
） 

長
尾
龍
一
「
危
険
な
思
想
家
ケ
ル
ゼ
ン
」『
ケ
ル
ゼ
ン
研
究
Ⅰ
』（
一
九
九
九
年
）
一
三
頁
。

（
一
二
八
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

三
四
二

（
36
） 

長
尾
龍
一
訳
「
民
主
制
の
擁
護
」『
著
作
集
Ⅰ　

民
主
主
義
論
』（
二
〇
〇
九
年
）
一
一
三
頁
。

（
37
） 

本
稿
に
お
い
て
、
長
文
の
引
用
が
多
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
さ
い
、
文
脈
と
無
関
係
の
事
項
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
部
に

つ
い
て
は
割
愛
し
ま
し
た
。「　

」
の
印
の
な
い
引
用
文
に
お
い
て
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
そ
の
も
の
で
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
一
二
八
四
）
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